
「ジュリアス・シーザー」地誌考

言語: jpn

出版者: 室蘭工業大学

公開日: 2014-06-10

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 竹内,  豊

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10258/3339URL



「ジュリアス・シーザー」地誌考

竹内 丘主
五丑a

Shakespeare's Place-r、~ames Commentary 

Julius Cιmα7・

Yutaka Takeuchi 

Abstract 

This commentary is designed to treat the names of places in Shakespeare's 

plays. Although the names of places are formally noted in many editions， they 

are summarily dismissed-usually in a line. The names of places stand in the 

background of the natural environment， and they are c10sely r巴latedwith history 

of man. 

This commentary is attempted in the be!ief that knowledge of the names of 

places is an important step in understanding human works in many fields 

especially in Iiterature. 

“Some preliminary preparation is necessary to understanc1 any great works 
of art， anc1 especially those which belong to a past age."一一一G.B. Harrison 

土地あるところ，必ずや人住み，歴史を生むであろう。その歴史とは，哲

学であり，文学であり，宗教であり，美術，音楽である。そうしてしかも人

は風土あるところ，その風土の人であり，それが文学であれば， ["イギリスの

文学」となり， ["ドイツの文学」となる。それは「、ンェイクスピアの文学」と

なり， ["ゲーテの文学」となる。それは、ンェイクスピアの『ハムレット』とな

り，ゲーテの『ブァウスト』となる。その自然の背景と人間と歴史と不離の

l司係にあるものに地名があるのしかしながら地名は交学作1171においてもその

関心が人名に比して度合が薄い。シェイグスピアの作品においても各種のテ

キストの訟は余りにも簡単で，なかには全く触れていないものもある。これ
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364 竹内豊

は彼等イギリス人にとっては自明だからというものではない(われわれが自国

の地名についても必ずしも自明とは限らない)。シェイクスピアの舞台はイギリス

本土はもとより隣接諸国，速くはアジアとその範聞は広い。

地名の理解は，畢寛史的背景や他の文学作品との関連を知ることとなり，

文学研究のー支柱と思われる。

昭和44年夏， Iシェイクスピア・ツア」で、訪れたシェイクスピアゆかりの地

は筆者に強烈な印象を与えた。本考はそれが一つの契機となって生まれた。

シェイクスピアには 37篇の劇があり， 逐次コメントをつけてゆく予定で

あるが，本篇はそのんliωCasar篇である。作品読解の便宜に合わせて，

コメントは作品毎とし，更にその地名の記載の順序も劇の進行を追った。見

出し語の地名の後に付した数字は，それがテキストに出た最初の個所を示し

たものである。

木劇はローマの歴史事件にその主題がある関係じ説明すべき間有名詞は

あえて英語式に統一せず，大半を原発音によったが，それも必ずしもアカデ

ミックな正確を期さず，日本で広く使われて耳慣れた形(例えばカイサノしをジー

ザー，ユピテノレ(イウーピテノレともいわれる)をジュピ失ーとしたように。また築者のデ

ンマークでの経験では文豪アンデノレヒンは「アナスンJと発音されていることから思えは

現地発音に従って「アナスン」とすべきかも知れないが， L f)'もまた最近は外国名ぼ現地

発音で表記するのが償例となってきているにしても，現段階でアンテノレセンをアナスンと

するのは混乱を招くこととなるので本文中にも従来通りの慣例jに従った。)にした。 そ

のため英語またはイタリア語(時にラテン語)での呼称を並記した。 しかし一

度外国名を出したものについては二度目からはそれを省いた。また注に廻っ

たものについては本交中では外国名を省L、た。また生年フ没年その他の記録

については伝/兵あるいは古い昔のもののために定説のないものがあるが，そ

れについては出来るだけ異説をあげるようにした。

1. Rome 第 I幕幕開き 41.53N 12.30E 

イタリア語及びラテン語では Romaと績る。 古代ローマ帝国以来その-13

(14) 
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ミノレヴィオ橋 ⑬ ボンベィウスの劇場

アエりウス矯(サン=アンヂエロ橋) ⑪ ボンベイウスの柱廊

シス ト橋 ⑬ ジュピターの神殿

7，ブリチオ橋 ⑬ フォーロバマーノ

エミリオ橋 ⑭ コロッセウム

スブリーチョ橋 ⑬ コンスタンティヌス大帝凱旋門

聖天使域(ハドリアヌス帝霊廟) ⑬ チノレコ・マッシモ

ヴアティカン市国 ⑫ カラカラ浴場

力ンボ，マノレツィォ(マノレスの野)
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また国内

口ーマ市中心部 (11

今日ではヴァティカン市問1)をかかえる聖者1Iとし，

到るところに各H寺代の:丈化遺虚をもっイタリア支化，政治，学術の中心都市，

「一一一一一一一一一一一一一プブ

lrt 
1、、主

者1Iとして栄え，

首都である。
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「ローマjの名の起源は多くの学者，史家が多くのことを語って一致をみな

い(注8)参看)。またローマは官ternalCity，' 'City of the Seven Hills，' 'Holy 

City'とも呼称されることがある。

町はテヴエレ;11Tev巴reの河口から約25km，その両岸にまたがるが， 中

心は左岸にあり，右岸にヴァティカン市国がある。伝承では前753年4月21

日2)にラテン人の一派によって建設されたといわれ，その最も古い居住地は

七つの丘(:1項参看)の一つであるパラティノ PalatineHill (Monte Palatino 

(伊)， Mons PalatinuE (羅))とされている。故にフォーロ・ローマノ (3項参宥)

がローマの心臓とみるならば，このパラティノの丘はまさにローマ発祥の地

である。 丘は高さ約50m，周囲約 2km，乾燥して住居に適す健康の地で

あった。このため共和時代に貴族の邸宅が建ち，帝政時代には皇帝の宮殿が

建った。そのため今Icl，宮般を意味する言葉はこの語から生じている。すな

わち， palace (英)， palast， pfalz (独)， palais (仏)， palazzo (伊)。丘の近くはテ

グエレ川が流れ， また辺りは湿地(沼)市(注22)室長看)であったから軍事的に

みて 1，放を防ぐに格好の地形であったと考えられる。 この丘にアルパ・ロン

ガ AlbaLonga (日ーマの南東約 24kmの古代ラテン人一派の居住地)の王ヌミトル

Numitorがし、た。しかし王位継承権は弟のアムーリウス Amulius3)にもあっ

た。 Iアムーリウスはすべてを二つに分けて， 自分は王位よりも財宝とトロ

ヤ (4項参者)から運ばれた黄金の方を取ったから，王位はヌミトルのものと

なった。ところがアムーリウスは財宝を手に入れたためにヌミトルよりも有

力になったので，安々と王位まで奪ったが，ヌミトルの娘から子供が生れる

のを恐れτこれをウェスタ(注281参看)の祭女に任じ， 品生結婚せずに処女を
通すようにさせた。この娘の名を或る人はイーリア，或る人はレア，或る人

はシルウィアだと百っている4)。幾らも経たないうちにこの娘はウェスタの

祭女に定められた慌に背いて(注 28)参看)虹娠していることが露見した05)

二人生れた子会供は大きさも美しさも人投ーすくaれていた。そのため」層恐

れない1'，、hアムーリウスけ‘召使に子供を棄てて来いと命じ1らこの召使の

名を或る人はファエストゥノレス Faustulusだといい，或る人は拾った人のぞ!

(17) 
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だという。とにかくその召使は子供を槽に入れて棄てるつもりで)11まで、行っ

たが，水嵩が増して逆巻くのを見て恐れをなし，辺まで行かずに)告の近くに

置いて立ち去った。 )11が溢れると洪水は槽を持ち上げ、て浮べたまま静かに

川上:へ運んでいい具合に軟かな場所に持って行った。そこは今ケルマロス

Kermalus6)と呼んでいるが，昔ゲ、ルマーヌス G巴nnanusと言ったのは多分，

兄弟をゲ、ルマーニ~ germanlと称したところから来ているのであろう。

(18) 
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…さて二人の子供が棄ててあるところへ牝狼が来て乳を飲ませ I啄木鳥もそ

れを助けて食物を運び、番をしたと伝えているJ7)。 この牝狼のねぐらのあっ

たところ8)，9)からパラティノの丘へ昇る階段があって， カークス階段 Cacus

Stairway， Scala di Caco， Scalae Caci (附図3参看)と呼ばれていた。この辺

りにファエスト '7ルスという羊飼川がし、て，狼に育てられている双生児を見

付けて家に連れ帰り， 二人を育てはじめた。 Iファエストゥノレスが拾って育

てたことは誰も気付かずにいたの....一二人は獣の乳を吸っているところを見

られたので、乳房という言葉からロームルス Romulus及びレムス Romusと

名づけられたJ11) ，12)。そうしてある時偶然の出来事から二人は自分たちの出

生の事を知り，アムーリウスを討って，祖父のヌミトルを王位に復させた。

そうして彼等は「独立して住居を構えることに決し，初め育てられた場所に

|町を建設することにした。 一二人は1'i1)市建設に尽力したが，忽ち場所のこ

とから不和を生じた。ロームルスの方は謂わゆる『直四角なローマJl(ローマ

グワドヲータ RumaQuadrata。パヲティノの丘を主とする)を築いたからその場所を

都にしたいと言い，レムスの方は，その名からレモーニウム Remoniumと

百われ今リグナーリウム lこの名;主伝わっていなL、。 プノトータノしコスの聞き違いか。1

と呼ばれているアウェンティーヌスの丘 AventineHill (3項参若)のi翌同な場

所を都にしたし、と言った。二人は吉兆の鳥によって争いを決することに同意

して別々の場所に座を占めたところ，レムスには六羽， ロームルスにはその

倍だけ正慨が現れたと言われる。尤も人によるとレムスは本当に見たのだ

が， ロームルスは[婦をついたのに， 丁度レムスがやって米たlfii'ロームルスに

卜二羽現れたのだということである。・ーーーレムスは欺楠に気づくと大L、に怒

り，ロームルスが城壁の周りに廻らさうとして壕を掘っている間に，その仕

事を Ih~J ったり妨げたりした。遂に涼を跳び越した時， JjJtる人によればローム

ルス白身に，叉或る人によればロームルスの味方の一人ケレル Celerに打た

れて搾れたJ13)。 これがローマ建設の伝説で，時に前753年 4月21EIであっ

たといわれる(注2i参看1。今日この 4月2111をローマはローマ建国のHとし

ている。今日パラティノの丘には「カーグス階段JIロームルスの家JCasa 

(19) 
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di Romoloや「烏占所のアウグラートーリゥムJAuguratorium (ラテン認の

まま使用されてしみ。(伊)Al耶 Hatorio)が残っている。ロームルスはこれより 30

余年(前753年-7Hi年)にわたり勇猛果敢ながら深謀で怖かしい治佐を行

なったが， 7月のノーナイ nonai(7 11)の日マルスの好 (5項参看}で閲兵中忽

然、と姿を消したため14)人々は彼が昇天して枠1になったと信じ，クイリヌス15)

の名のもとに崇めてiII~った。行年 54 歳といわれるの

帝政時代 01行27年以後)におけるローマ市の繁栄は目ざましく，特にアウ

グストゥス帝 (ij二'27)参看)はローマ市の美化に力を注ぎ大きな土木工事が行

なわれて煉瓦造りの町は大理石の町と変わり，今日みられる廃嘘から推して，

かなりの競技場，劇場，数々の泉，大浴場もつくられていた。 4世紀には 36

の大理石の門， 37の城門， 25の街道， 8つの矯， 29の大通， 423の町とこれら

に交差する無数の道路， 2つの大市場， 8つの大広場， 11のフォールム Forum

(広場)， 10のパシリカ Basilica(会堂)， 2つの円形劇場 2つの劇場 2つの

競技場， 1，152の泉， 11の公衆浴場， 856の個人浴場， 190の穀倉， 254の製

粉所， 28の図書館， 4つの営舎をローマは有していたといわれる。

2. Tiber T. i. 50 

イタリア語で Tevere。古くは AlbulaとIlYi工、れていたが，後この川で溺死

したアルバ・ロンガ (1項参新1の王 Tiberinusの名から Tiberis，Tibrisある

いは Tiberinusと名づけられた。イタリアで最長ではないカ116)，最も有名な

川で，アベニン山脈 TuscanApenninesにその源を発し， Pieve Santo S印刷

fano (43.40N 12.02E)の町を南に下がり， Perugia (43.07N 12.23E)の市の

東を流れてウムブリア盆地 Umbriaに入り， ラティウム Latiumの平原を

貫流し， ローマ市内に入って約20の橋をくぐり， 延々約393km流れて，

チレニア海 TyrrhenianSeaに注く¥ ローマ市内を流れるためローマ及びイ

タリアの発展の動脈となっている。 この川にかかる矯のなかには前 64年の

ファブリチオ橋 PonteFabricioが現存する橋のうちの最古のものである。

また「壊れた橋JPonte Rottoと俗称されて，その一部分が残っているエミ

(20) 
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リオ橋 PonteÆmilius は前 181 年~179 年のものである。南地区にかかる

アベンティノ橋 PonteAventinoのその原形はテヴェレ}11にかけられた一番

最初Jの橋スブリーチョ橋 PonteSublicio， Pons Subliciusであるが，これは

アンクス・マルキウス(注22)参着1のかけたものである。また北地区，速く

ブィレンツヱにでるフラミニア街道 ViaFlaminiaにかかるミルヴィ寸橋

Ponte Milvio (Milvian Br吋 ge，Mulvian Bridge)は前109年にかけ』られた楠

である。この橋の近くで行なわれたコンスタンティヌスとマクセンティウス

の戦いについては注30)に詳しい。 この橋は 13世紀になって元の橋の基慌

の上に新しく建てかえられ， 19世紀になって更に修復されたものである。

われわれ英語学徒に関係の深い二人の偉大な人物もこのテヴェレ川にかか

る橋に関係している。一人はハドリアヌス帝17)である。 ci行もこの川に橋をか

けた一人で， その橋は現在サンニアンヂ、エロ橋 PonteSant'Angeloと称さ

れるが，元はハドリアヌス帝の名を以ってアエリウス縞 PonsAliusあるい

は PonsAdrianusといわれたまことに美しい橋である。 136年の建造であ

る。これより先 135年に帝は自分と一族のために刷 Mausoleull1of Hadrian 

(現今は聖天使城 CastleSant'Angel口といわれる)を建てた(完成:土帝の死後の1:19年)

が，この橋はこの隔の参道をかねるものである。このj樹にはハドリアヌス帝，

次のアントニヌス・ピウス帝 AntoninusPius (r. 138 年~161 年)，マルケス・

アウレリウス帝 MarcusAureliusl8) (r. 161 年~180 年)からカラカラ帝19) に

至るローマ皇帝がJ:1fl葬されており，また城塞，牢獄として使われるなどその

改変がし、ちぢるしい。プ、ソチーニ 20)の歌劇IJ~トスカ』の第 3 幕の舞台はこの

聖天使域の厚卜.で，まだよ立のきらめく夜明けの宅に 1グァティカンの聖ピエト

ロ大聖堂の丸摩ー根が浮いている。ガヴァラドッシは看守にヲlかれて現われ，

やがて名高いアリア『屋も光りぬ』を歌う。また最後の場でトスカはこの城

壁:からテヴェレ川に身をおどらせてこの悲劇は終るので、ある。

次に今一人はハドリアヌス帝の刷と橋がその名を聖天使城，聖天使橋と変

えたその次第の経綿を負うグレゴリウス教皇21)である。彼は590年ローマを

襲ったベストの終罵を祈る行列の先頭に立ってこのアエリウス橋を渡ってい

(21) 
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た時に，彼はこの胤jの上に一人の天使が立ち， r今や禍は終り，平和の時来た

れり」と告げながら剣を鞘に納めようとする幻をみた。これはベストの蔓延

の終りを告げる前兆と解された。そのため今日では広く聖天使城，聖天使橋

の名で、l呼ばれている。現在この建物の上には翼をひろげ，剣を納めようとし

ているブロンズの天使像が輝し、ている。

3. Capitol 1. i. 68 

カピトル(カピトリーノ)の丘にあったジュピターの神殿のこと。 ローマ

にはパラティヌス(またはノ4ラティノ)Monte Palatino，カピトリウム(カン

ピドリオ，カピトリーノ)M. Capitolino，アウェンティヌス(アヴェンティ

ーノ)M冒 Aventino，カエリウス(チェリオ)M. Celio，エスクィリヌス(エス

/イ二三ノ

ヱスクィリヌスの丘

フォ-[1.[~~ーノ

バラティヌスJ丘

カエI)?スの丘

コーの三〈イ
、、、ノピ

、、f街
、、道

附図 4 古代ローマ七つの丘

(22) 
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クィリーノ)M. Esquilin，ウィミナリス(ウィミナーレ)M. Viminale，クィ

リナリス(クィリナーレ)M. Quirinaleという七つの丘があるが， このうち

で最も小さいが，最も有名なカピトルの丘の南端にローマの守護神として崇

められていたジュピターの神殿があった。これは本劇中にブルータスの言葉

に出るタルク f ニウス・スペルブス 22) が戦勝を神に謝して献 ~tしたものであ

ったm。 この神殿はすでに彼等エトルリア人がギリシア的建築美を求めてい

たことを示し，広いポルテイコ portico(列柱廊)をもち，正面にはギリシア

的な三角破風を飾るものであった。この神殿には神々の父であり，最高の力

を神格化したジュピター Jupiter，最高の女性を神格化したジュノー Juno，

最高の知慧を神格化したミネルヴァ Minervaの3尊を記り， Temple of 

Jupiter Optimus Maximus Capitolinus， Tempio di Giove Capitolino と

称されて，前509年に献堂されたもので，今日聖ピエトロ大聖堂がローマを

見守るように当時のローマを見守っていた。この神般を建設している時に，

土の中から頭蓋骨が出た。これはローマがやがて世界の頭となる前兆と解さ

れ，この丘はカピトルと名付けられて最も神聖な丘とされ，神躍と共に宗教並

びに政治の中心となった。それは今日までも続いてこの丘の中央の広場には

ローマの市庁がある。神殿はその後，前83年，約 1世紀にわたる内乱の間に

破壊されたが， スラ 24)が再建した。 69年に再び壊わされ， また再建された

が，今日では言干し、神股に通ずる石畳の道と神般の櫨が残されているだけであ

る。それは現在のコンセルヴアト一リ美術館 Ml山1

V刊atωonの奥の→イ市背がその場所に当り， この美術官官の一部はそのとに建てられ

た恰好になりr:ドに神肢の壁の一部がみられる(附図6参看)。

ローマ市民の生活の中心になったところがフォールム Forumと呼ばれ，

そこには政庁，議会，法廷，取引所，集会所，会堂，市場などがあった。

フォールムのうちで最大にして， また最も名高いのがフォーロ・ロマーノ

Roman Forum， Foro Romano， Forum Romanumと呼ばれるもので，これ

はカピトノレの丘とパラティヌスの丘の間の低地にあった。フォールムには申

告，訴訟，交渉，取引，買物，礼拝，演説，葬式などの用事，目的で朝から

(23) 
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人が群がり，かなりの雑沓を呈していた。 しかし次第にいわゆる Forum

proper (フォーノレムの中心部)といわれる市場の性格，機能は失われて，政治と

宗教の中枢となっていった。今日の遺跡から判断すると当時のフォールムは

まことに壮大華麗なものであったと思われる。

lIII44年 31115日，シェイクスピアの彦IJとは別に，ンーザーはボンベイウ

ス劇場 (5項参看1のボンベイウス像のわ?で 23個所25)の剣痕をうけて搾れた。

遺体はシーザーの 3人の奴隷の子で白宅に運ばれ， 3月20日改めてこのフォ

ールムに運ばれ，アントニウスが追悼の演説を行なった。それはJ~1jにもある

ように民衆を煽動するものであった。民衆は火葬のためにフォーロ・ロマー

ノの演壇や裁判官席や，商屈などからねLや椅子，その他の木村を運び出して

巨大な薪の山をつくり，狂気と火焔の中にシーザーは神となった2へそうし

て彼が火葬された場所に間もなく記念柱と祭壇が設けられ， 前 29年アウグ

ストウス幻)はウェスタの神股28)Temple of Vesta， Tempio di Vestaの近く

にシーザーを記念する神殿を建てた。これが「神なるユリウス(シーザー)の

神殿JTemple of Julius Caeserであった。 正面には祭壇をその中央に持つ

ロストラ Rostra(海戦で捕獲した敵船の船鴫で飾った演壊)が設けられていた。 そ

のため Rostraad Divi Juliiともいわれた。 このロストラはアクティウムの

海戦29)で捕獲したエジプト軍船の船鳴で飾られたものであった。ロストラの

阿側には突き出るように階段が設けられていて，この神殿は礼拝堂として，

演壇として，またシーザーを崇えるためのものとしての目的に適うもので，

建物全体の均整と能率とが満たされたすく、、れたものであった。

しかし，このフォーロ・ロマーノの繁栄も 330年コンスタンティヌス大帝30)

が都をピザンチゥム l注30)参看〕に移したことによって終りを告げ， I牝牛が

原JCampo Vaccinoと呼ばれる程に荒廃した。そうして今日無数の欠けた

石像，倒れ砕けた石柱の部分が散乱している。次はアンデルセンの『即興詩

人jJ(原作は 1835年発表)の「露宿，わかれ」の冒頭のところであるが，その荒

廃ぶりがよく伝えられている。

「月はカピトリウム(羅馬七陵のー)の背後を照せり。セプチミウス・セヱル

(24) 
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ス帝の凱旋門に登る磁の上には， 大外資を被りて臥したる乞児二， 三人あ

り。古の神肢のなごりなる高き石柱は，長きI診を地kに印せれわれはこの

タまで，日暮れてここに来しことなかりき。鬼気は少年の火を襲へり。歩を

うっす間，高草の座に横たはりたる大理石の柱頭に廠きて倒れ，また起き1:

りて帝王壁の方を仰ぎ見つ。 I~Ï き石がきは，纏われたる鳶かづらのために，

いよよおそろし気なり。青き空をかすめて，ところどころに立てるは，真黒

におほし、なるいとすぎの木なり。段れたる杵，砕けたる石の間には，放飼の

騨あり，牛ありて草を食みたり。あはれ，ここには猶我に迫り， .f止を努めざ

る生物こそあれ。…...J (森鴎外訳)

しかし，それにも拘らず一方，辺りを圧するtまかりに，倒れず、して残った

巨大な石柱の一部や，凱旋門は当時の栄華:を思うに充分である。先づ庄倒的

で眼を見張るばかりのものにはサトウルヌスの神腔 Templ巴 ofSaturn， 

Tempio di Saturnoがある。農業の神サトウルヌスに捧げられたものでイ

オニア風の柱が前面に 6本， 後方に 2本， 計 8本の常々たる姿で創建は前

498年であるが，現在のものは土台が前42年，柱は 4tll:紀のものである。次

に日につく美しい柱は双子神カストルとポノレグスの神障 Templeof Castor 

and Pollux， Tempio di Castore e Polluceで前484年に奉献された。 151仕

組頃からこの神殿は 3本のコリ γ ト式の美しい円柱と士台を残すだけとなっ

た。この近くに小さな円柱の一部が残っているのがウェスタ神殿である。ま

たこのフォールムには2つの凱旋門が残っている。一つはセプティミウス・

セウェルス帝(注 19)参宥)凱旋門 Archof Septimius Severus， Arco di S巴t・

timio Severoでこれは帝が 197年-202年にバルチア (10項参看)における

勝利と， 帝の在位 10年を記念して 203年に建てられた高さ 23m，隔 25m

のものである。今一つは「人類の寵!日Jthe delight of mankindとl呼ばれた

ティトウス帝 TitusFlavius Sabinus Vespasianus (ca. 40年-81年)の凱旋門

Arch of Titus， Arco di Titoで，現存する凱旋門のうちの最古のもので，

70年の帝のユダヤにおける戦勝を記念し，次の皇帝ドミティアヌス帝 Domト

tianによって 81年建てられた。高さ 15.4m，幅 13.5mのやや小型であるが，

(26) 
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4頭立ての戦車に立つ帝が浮彫にされた美しい門である。

このカピトルの丘から眼前にフォーロ・ロマーノが一望され，遠くにあの

有名なコロッセウム Colosseum，Coloss巴Oが見られ， またその右手にコン

スタンティヌス大帝の凱旋門(注30)参看)が瞥見される。

なお， シェイクスピアの心のなかではこの Capitolをロンドン塔 the

Towerとしていたらしく;and the high east/Stands， as the Capitol， 

directly here. (II. i. 111)は彼が属していた劇場，すなわちロンドン橋を渡っ

たテムズ河の南， Banksideにある地球座 th巴GlobeTheatreからみると，

ロンドン塔が丁度真東に位置していたからである。

4. Troy 1. ii. 112 (附図 1及び7)

Ilium， Troia， Trojaともいわれる古代にあった小アジアの都市。現在ト

ルコ国にある。ダータネノレス海峡 Dardanellesの南側，ヒッサリク Hissarlik

のI王にある。この丘は通称トロヤの丘といわれる海抜約37m，東西約200m，

南北約 150mのものである。ギリシア伝説の有名な戦争，いわゆるトロヤ戦

争で前1200年頃(前1250年，前1182年， IIIj 1136年などの説がある)ギリシア軍隊

によって 10年間包囲され，彼壊され，その物語がホメロス Homerosの『イ

ーリアスj]Iliasや『オデュセイアj]Odysseiaなどによって伝えられ，長い間

ただ単なる伝説と思われていたが，シュリーマン HeinrichSchliemann (1822. 

1. 6~ 1890.12.26)の1871年 10月から凡そ 20年の歳月をかけた本格的発掘

によってトロヤの廃域は現実のものとなって世に現われた。

5. Pompey's porch 1. iii. 126 

Pompey's theatre 1. iii. 152 

riiT者は大ボンベイウス31)が Pompey'stheatreに付設して増築したもので，

芯老院が開かれる穫の大きなものであった。そもそもポンベイウスの劇場の

方は前日年にギリシアのミュティレーネ32)にある劇場を真似て造ったもの

で， ローマで初めて建てられた石造の劇場であった。 収容人員は 12，000人

(27) 
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附図 6 μ----:r r十]1ド心部 (2)

(異説 17，500人， 17ヲ580人ヲ22，580人。プルターク説40，000人)という巨大な

ものであった。この劇場とその付属の柱廊は昔カンポ・マノレツィオ Campo

Marzio， Campus Martius (附凶 2，4)と呼ばれるところに建てられた。今

日，町の中心部からいえば，ヴィトリオ・エマヌエレ通り CorsoVittorio 

Emanueleの西南， サン・アンドレア・テ、ッラ・ヴァレ教会 Sant' Andrea della 

Valleの南の辺りで， またこれを逆に川の方からいえばテヴェレ川にかかる

現在のシスト橋 PonteSisto (昔のアグリッパ橋 PonteAgrippa)から東に進

んでジュボナーリ通り Viadei Giubbonariに突き当って，現在カンポ・ディ・

ブィオリ Campodei Fioriの辺りである。またこのカンポ・ディ・ブィオリの

辺りは今11，;白ー名な「ノミの市Jのたつところでもあり，喧騒な肝菜市場の

あるところ』である。

6. Olympus III. i. 74 (附閃 1及川 7)

古代にはギリシア，小アジア地方にこの名のつく山がし、くつもあったがお)3

(28) 
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その中で最も有名なのはギリシアのテッサリア地方 Thessalyとマケドニア

地方 Macedoniaの境界をなす2，918mの峻険なギリシア第一の高山である。

山頂は岩肌が現われ，容姿雄)札一年の大半を雪でi肱われている。北方から

の侵入に対してギ、リシアを守る役割をなしていた。ギリシア神話によると，

この山聞は天界に達し，オリンポスの 12の神々，すなわちゼウス Zeusを主

神として以下， へーラ~ Hera， アポローン Apollon， アプロデイーテ-

Aphrodite，ア(ー)レース Ares，へーパイストス Hephaistos，へルメース

Hermes，ポセイドーン Pos巴idon，ディオニューソス Dionysos， アルテミ

ス Artemis，アテーナー(アテーネー)Athena，デーメーテール Demeter，

(ときにへーラグレース Heral市民またはへステイア-Hestia)の神殿があり，神々

は集って毎日アンプロジアambrosia(神食)とネグタルnectar(神酒)で饗宴を

聞き，楽神アポローンの奏でる竪琴に和するムウサイ(ミューズ)の女神たち

の歌をききながら太陽が沈むまでいろいろと相談事を行なったといわれる。

7. Sardis IV. ii. 28 38.29N 28.05E (附凶 1及び 7)

Sardesとも綴る。古代小アジアにあったリディア Lydia王国の首都で，

Sadisの古名である Hydeは『イーリアス』のなかで(第20巻)この辺りに住

むマイオニアの族長Maeonianchiefsの町につけられたものであった。現在

トルコのイズミル Izmir(Smyrna)から約 72km東の地点にあり， Boz Dag 

山 (2，157m)の北獲である。前750年頃から土差民のリディア人が興ってこ

の町を中心に発展した。彼等はエーゲ海沿岸に発展しつつあったギリシア人

の植民地を支配して，東西貿易に繁栄をつづけたが，前546年ペルシア王に

よって滅ぼされるなど前7世紀，前6世紀，前4世紀，前3世紀と数度にわ

たり異国の軍隊の占領するところとなったり， また 17年に起きた大地震の

ために被害を受けたりしてきたが， 330年のコンスタンティヌス大帝のコン

スタンティノーフ。ノレ遷都まで、はエーゲ海と内障とを結ぶ主要な道路にあるこ

とと，地味豊かな広大な土地をかかえて，商業，産業の中心であって大i_，、に

繁栄をつづけていた34)。その後衰微の一途をたどり， 1402年ティームール35)

(29) 
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附図 7 ギ リシ ア

によって荒されてから歴史上から消えた。

ブルータス (ブルートウス)，キャ シアス (カツ シウス)の二人がアントウニ

アス (アントニウス)側とフイリッ パイ (フイリッピ)で戦うまでに彼等二人

は個々に小アジアを中心に各地を転じて軍隊を集めていた。それについては

Plutarch's Lives (Brutus， XXVIII-XXXVIII)に詳しい。

(30) 
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8. Philippi IV. iii. 169 (附図 l及び7)

ギリシアのマケドニア地方サロニカ市 Salonikaの北東約 120km，カバラ

市 Kavallaの北西約 16kmにある現在の ドラーマ市 Dramaがこれに当る。

初めはクレニデス Crenidesと呼ばれ， これは「泉のある地Jの意味であっ

た。武力と財力と外交のうまさでマケドニアを一大強固と したフィリッポス

二世Philippus(前382年-336年)に征服された。王はこの地に前358年-357

年に新しい町をつくった。Philippiの町の名はこの王の名に由来している。

王がここに目をつけたのはこの地がガンギテス)11Gangites (現在のア γギテス

Angitis)の低地を術敵する峨わしい丘 tとしづ天然の要塞の他に，、この近郊

から出る金と銀とにあった。本劇の合戦はブルータス側が 8，000の軍隊を，

アントウニアス側はその 2倍の軍隊を失った。

聖パウ ロは第 2次伝道旅行 (年代不詳。48年-49年頃)でこの地で初めて一一

ヨー ロッパで初めて福音十説き，そしてその種子を矯いたのであった。すな

わちこの地でヨ ーロッパ最初のキリスト教信者が生まれたのであった。その

婦人の名はルデヤ Lydiaとされている。53年頃パウロは第3次の伝道旅行

を行なった際， この地にヨ ーロッパ最初の教会を建て，また 10年後パウロは

ローマでの幽閉の身からこの地の信者に書簡を書き送っているのである。そ

れが『愛の書簡ji，IF歓喜:の書簡』ともいわれるピ リピ書である。

9. Hybla V. i. 33 (附図 1) 

イタリア半島の南西端， シチ リア島 Sicily(シシリー島)にあって， Hybla 

Magna， Hybla Majorとも称される古代の町で，エトナ山36)の南丘陵地常に

あって，現在のパテルノ Paterno(37.34 N 14.55 E)の辺りと推定される。

この一帯に生える thyme(タ イム。 淡紅色のすEをつけ，業は香味料に用う)や，この

香気ある花にすfる蜂とその蜜の香りで有名である。なお，シチリア鳥は ロー

マが前241年初めて手に入れた海外征服地である。

(31) 
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10. Parthia V. iii. 37 (附図 1)

古代イラン Iranの王国。カスピ海 CaspianSeaの南東， J見在のイラン高原

北東の地にイラン系遊牧民がシリア王国 Syria(1]1]名セリューカス王国 Seleucid)

から独立して建てた国で， rt'国の史料に「安息」とあるのはこの国の王朝名

アルサケス Arsaces を写したもの。 I市 7 佐紀頃からたえずベルシア (~7同や

マケドニア rr(J~国やシリアピ国(セリユーカス王同)に支配されていたが，前

250年始祖アルサケスがシリアのセレウコス 21止SdeucusIIに反抗し， パ

ルチア王国を建てた:17)。このためノ勺Lチア王国はJJIJ名アルサク七I:EJAr己acids

ともいわれるυrIIf2 11日己It.litさにはrJLIはユーブラテス)11Euphrates Riverから

東は中央アジアのアムタリアバ1Amu Darya，北はカスピi毎 1告はインドド1"-

lndian Occanに及ぶ大国家となった。 古ijl佐紀頃からシリアにかわったロ

_-<，市'国と争L、，ある時，tlJjは盟邦となり，ある時期はその)ぷ似となりながらも

ンルク・ロードの同部を占めて栄えたがフ 220年ベルシアに|且を奪われた。

彼等の calvalry(騎兵)は有名で今IJその戦法から Parthianarrow (shot， 

shaft)とか Parthianglanc巴の昌薬を生じている。

11. Thasos V. iii. 104 (附凶 l及び 7)

F版では TharSLls，North版は Thassoso 北エーゲ淑にあるマケドニア

の島。エーゲ海域第ーーの金山があり， また対岸トラキア Thrakiの金11lも有

する財政豊かなポリスであったため前708年から人がH:み， liii 492年にはベ

ルシアに， 前 465年頃にアテネに，その後マケドニアにも支配されたが， sI) 

196年頃ローマの支配となった。 1462年トルコに領有され， 1841年から 1908

年までエジプトの交配するところとなったが， 1913年ギリンアに仮したωIIlJ

の大半ば古代の姿を残し， ~~I時の域壁が保存されている。

I~II'I ヘブノ， -ー担スがキヤシアスの遺↑該当ヒこのタソスH}jに送ったことはプル

タークに拠ったものである(邦訳，第 11分冊277員〕。

IJ1{cl 47. 5. 20受J1E)

(32) 



「ジュリアス・シーザー」地誌考 383 

注

l'I Vatican City State， Citt占delVaticanoo 1929年 2月 11日ラテラン条約がイタリ

ア政府と教皇げとの聞に成立し教皇を国家元宵とするヴアテイカン市国が生まれた。

f甘代ローマ時代はこの辺ヴアテイカンの丘付近は皇帝ネロ Nero(Full nameはNero

Claudius Caesar Drusus Germanicus ; Original nameはLuciusDomitius Aheno-

barbuso 37年12月 15日生， 68年 6月9日正!殺。r.54 年~68 年)の競技場であり，

キザスト教徒鹿殺のj也でもあった。しかも使徒ベテロ Peter(Cephas， Simon Peter。

Petrus (羅)012佼佐の‘人。不ロの治下で殉教したといわれ， 1950年，時の教皇ピオ

12 i佐PopePiusXII:二型ピエトロ教会の地下に型ベテロの霊廟があったことを発表し

た)が殉教した土地としてキリス 1教徒の尊崇「る地となりラ コンスタンテイヌス大

常が 324年頃{呉i従319年)ベテロの哀のとに教会を建てたのが今日この市国にある佐

治lのブ1 トリッ 7教会の最大にして，技も l尊厳な型ヒエト日大型常 St.Peter's (Basilica 

di San Pielro in Vaticano)の基 Cあるとされる。

2) ローマ建設の日については異説が多い。前 754年，前752年，前722年ともいわれる。

なおプノレターク(邦訳，第 1分間 69頁-70頁)参君。

山河野与一訳『プノレターク英昨今伝』ではアム リウスが兄，ヌ 1ノしが弟となっている。

岩波文庫，第 1分間 63京。

4) llia， Rea Silvia， Rhea SiJvia 

5) Vestal virgin となったこのレアがある日，テヴェレ )11 のì=J~で昼寝をしていた時，軍

村1-..('1レスが1皮1;(を見染め恋を感じて彼1ぐと交った。そうしてレアはロームノレスとレム

スという双生児を;li，んだ，と伝えられる。

6i パラテイノの丘は昔3つの小高い部分があって，それぞれの名前をもっていた。東北

ff1)がウェりア Veliaでアォーロ・ロマ F ノに通ずる。東南部が狭義のパラティウム

Palatiumと呼ばれ， チノレコ・マッシモ(注 22) 参者1 を見降ろす佼f8~ にある。 西北部

がこのケノレマロスでカピ lノレのrc，すなわむシュピターの神!政 (3明参者)にle'Jってい
るo iJIJ綴 Germ礼lus。またふlミ8)を右よ。

7) Plutarch's Lives， Romulus， III， 2~ IV， :2 (~プノレターク英雄伝~ JII，lf{，第 1分HU59 

真~60 頁)0

8) í ローマ」の名の起源につい引工『フ。ノレターク英雌伝~(ロームノレスの 1 章及び 2 章)に

も詳しく， まf:_:1 平にも|情示的と忠われる記述がある(JII訳出J.'1 ~58 頁，及び 60

roが， D-~に上記 it tものケノレマロス(ゲノレマノレス) と狭義のパラティウムが了皮乳房

¥ruma)の7[;をしごいたことにr+tるという説もある。

9) 木劇1.i. 72とIIf.ii. 10，)に/11る Lupercal:上 2月 15日に行なわれるロ戸マ城壁mめ
(!')祭り J ぅ 111 羊主火力 d 生首と三;f'L'乙。三め fL寅 h~ の出の若者二人が裸にな司てi'*官の

自iiに進み出て身を清められたのち，生訟の山芋ーの皮を取って身を倣い，その一部を皮

料!とする。この皮組をもって[引をヌ~り，路 :{J (人をJ'fつが，特に婦人はそれに打たれ

¥33) 
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ると懐古任に通ずると信ぜられていた。このノレーパキャノレのある場所はロームノレスとレ

ムスが狼に育てられたところであったとされる(附図3参看)。

10) ブ。ノレタークでは συ件。ρ ，8ó~=swineh巴 rel すなわち豚飼となっている (Romulus ， VI. 1)。

11) 注 6)及び 8)に|司じ。

12) プノレターク。邦訳，第 1 分冊 61 頁 ~62 瓦。

1:1i 7'ノレターク o J[i ~尺， 第 1 分間 66 一良 ~68 真。

11) W;泌がある。 イ)突然大雷雨が起こり。 ロ)rilll.の中に。 ハ)火:率で天|二に。そうして

これらは王が貴族たちに暗殺されたことの作り話ともされている。

15) Quirinus。ジュピター，マノレスと共にローマの図家の三柱の主神を形成する神。古代

の伝承によればこの名はサピーニ-Sabini人のクレース Curesに由来するらしし

さらにローマの段 i~了の住民は《ローマ人とクゥイリーテース>> populus Romanus 

Quiritesqueと呼ばれている点から，この利1はおそらくクゥイリーナーリス Quirinalis

正にいたサピーニ一人とローマ人とが合併して， ローマ市を構成したおりに， ローマ

のと:担ド中に加えられたものと日、われる。1.皮i:lf¥lJ.の神と同じく独自の祁1下?を有 L，そ

の祭クワイリーナ p リア Quirinalia 土2月 17日であったが，彼の祭式についてはな

にごとも伝わらなL、。彼はロームノレスと同一視され，その後ホ F ヲHor;Jもロームノレ

スの妻へノレシりア HersiliaとI司ヒであるとされている。 (i白¥i辛『ギリシア・ p ーマ

神話辞典~ì

16j 最長のJlIばポ--JlI PO (padus， Erielanusiで全長約 650k1110 ~ヒイタリプを流れてア

ドリア海 AclriaticSea に注ぐ。

17) Hadriano またの名 Adriano Full Latin nameでl土 PubliusAelius Hadrianus 

(76. l. 24~ 138. 7. 10)0 117年から 138年までのローマ皇帝。スベインのイタリカ

Italicaの!日身。平和政策をとり， I勾 J合に力を注ぐ。法学者~重用し文主主美術を奨励

した幅広い精力的な人物であった。五賢帝の一人。 120年からスコットヲンドにイギ

~ス版の万里の長城を築いた。 これがし、わゆる「ハドリアヌスの長城JHaelrian's 

Wallである。ハドリアヌス帝がフリタニアを訪れたのは 121年か 122年だとされて

いて，完成は 123年(工事の悶%rさからみてこれは余りに早すぎる)とも 126年とも

127年ともいわれている。この辺境防衛の長成l士タイン河とソノレウェー河の線 Tyne-

So!way LineにI没げられた全長約 118km，高さ 5m，I幅2.5mの石材と粘土で築か

れたものであった。

18) アントニヌス・ピウス帝とマノレクス・アウレリウス帝はハドリアヌス'市'とその二人の前

W?ネノレウァ市 MarcusCocceius Nerva (ca. 30 年 ~98. l. 270 r. 96 年~98 年)及び

トラヤヌス子Ii'Marcus Ulpi山 Trajanus(ca. 53 年~1l7 年。 r. 98 年~117 年)と共

にh.賢!市と称手れる。「ネノレ巾ア市， [弓ヤスス.;w，及びハドリアヌス l背が帝国にもた

らした平和と繁栄の時代は，二位紀のアントニヌス・ピウス帝ヲ及び、マノレタス・アウレ

1)ウス行の時代もつづいたJ(¥ウオーノレノミンクフ 邦訳 14 頁 ~15 頁) t T [ワートギボ

(34i 
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ンはその著『ローマ帝国哀亡史』をアントニヌス怖の時代から説きおこし ζいるが 3

11主は「五緊帝」の時代におけるほどヨーロッパの住民が幸福だった時代はないと信じ

ていたJ(ウオーノレパンク，邦訳31頁)。なお，アントニヌス・ピウス帝はスコットラン

ド辺境防衛線を北進させた。それは 140年から 143年頃までにプリタ:ア駐在のロ←ー

マ知事ウノレビクス Q.Lollius Urbicusがブオース河とグライド河の地狭 Forth-

Clyde Tsthmusに遠征を行ない，ハ lリアヌスの長城に倣ってこの線に第二の長城を

築いた。そうしてそれは時の皇帝ア γ トユヌス・ピウス'ii干に因んで「アントユヌスの

長城JAntonine Wallと呼ばれる。 この長城ばハ lりアヌスの長城に比べて長さも

短< (約 60km)，また強度も貧弱なものであった。

19) カラカヲ帝 (188 年~217. 4. 6)。 本名は MarcusAurelius Anioninuso r)iT名ば

Bassianus。フランスの現在リヨン Lyon(Lyons)で生まれ，この地方の帽子のつい

た長上衣を彼が愛用したことからカラカラ Caracalla，Caracallus ;，'(1と呼ばれた。弟

を殺して独裁権力を閤め，貨幣の懇鋳を行なったり，有名なカラカラ浴場 Termedi 

Caracallaを営んで淫逸に耽けるなど名帝ではなかった。 カラカラ浴場とは$ミは，1;'代

ローマに数多くつくられた大浴場の一つなのであるが，その壮大さと事:鹿さでl校も有

名となっている。 ~JJ 仁1220m，奥行 114m の煉瓦造りで， 206年也プテイミウス・ 1て

ウェノレス帝 LuciusSeptimius Severus (146 年~211 年。r. 19:1年 ~211 年。ブリタ

ニアに赴いてハドりアヌスの長城を修復し‘しfiLlfスコットランド道/11を1tてカレ

ドユアに親征したが成功せず， エフラグム Eburaccum，Eboracum;現在のヨーグ

Yokeで211年 2月 14日病死し た)が着手し， 216年カラカラ帝の時に完成したの現

在この廃域はその規模が利用され夏の夜の野外オベラの上演の場となっている。

20) Giacomo Puccini (1858.12.22-1924.11.29)。イタりアの歌劇作曲家で『トス力』の

他に「ラ・ボヱームJ]， IT'虫'1¥々 夫人』等の成功作で名を成した。

21) Gregorius -.世η 中一人，教皇。 (('a.540年-604.3.13)。戸ーマ貴族の出で， 572年ロー

マ市長となったが，のちベネデイグト会修士となった。 590年修道士出身初の教54と

なった。次回「ヘンリ 八陸地誌考いlこ詳述するが，教皇11597年アウグスティヌス

と40人の修道士を英国に送り，カンタべりを中心に布教を試み，蹄かしL、成果をあ

げた。また教皇It教会の聖歌を改修 L.，グレゴリオ恕歌と呼ばれているものがニれで

ある。

22) Lucius Tarquinius Superbus (前534年-510年1。ローマ史(土1政時代(前510年ま

で)，共和政時代(前30年または前27年ーまで)と帝政時代(それ以後1め3時代に区分

きれるが，::E政時代のことは不詳であるが，このタルクィニウス・スベノレブス[土古代ロ

ーマの伝説では主政時代の第7{¥;，つまり最後の主で，ローマはこの壬 タノレグイ

ニウス家を追放することによってその自由を得たといわれる。このスペノレブスト土台代

ローマの伝説的同主第5代タルクィニウス・プリスグス LuciusTarquinius Priscus 

(前 616 年~578 年)の息子である。父のタルグイコウス l土エ!ノレリ 7 Etruria (アノし/

(35) 
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川とテ 1アェレ川に1111主れ，中央イタリアの同作約九20kmにわたって広がっていた山

代同家の名。 J}I，トス力ナJ¥UJ)のタノレクイニ iTarquiniiに移行"lて主たギリシアの

i刊で， ローマにきて第4代同王，すなわち自分の前代王アンクス・ 7 ノレキウス Ancus

Marcius (白ij640 年~616 年)の息子た b の守役となってし"見にはアングス・ 7 ノレキ

ウスの知I遇を得て)，彼の死後二いの息子たんを斥げて(一説には賢明なfj-t川、によっ ei

T1~! に np ，、た。彼[工今でもテヴヱレ川;二大ぎな訓水渠の ul:(j-fl を見ることので主るケ

ロアカ・マキジマ CloacaMaximaという下水道の建設(うJじ成l工自iT510 {fスペルフスの

手になる)をな Lたといわれる。 これは低j也のフォ--fl ・ロマーノにた主る水を羽!除

し土うと Lたものである。主7こパヲティヌスのf壬の南，アウェンティヌスの圧との間

にあって，長さ 500m，約 :~O 万人の観宥府を有したといわれる野外競技場，いわゆる

チノレコ・ 7 ッシモ CircusMaximus， Circo Massimoを建てたといわれる。このよう

に都市や諸般の11i11度を警備したがヲ彼ヵ1王伎を自分の奴殺の子セノレウイウス・トウリ

ウス ServiusTullius (前 578 年~534 年1 に譲ろうとしているのを知った旧主マルキ

ウスの息子たちによって討たれた。 Lかし:T:付(土結局 lウりウスが継いで第 6代国主

となった。彼はタノレグイエウス家の女奴殺の子として生まれたが(父親は不明L主人

の娘と結府Lて主役に篭ったといわれる。国制iの創設者といわれ，いわゆる「ツノレリ

ウスの改本」を行なった。それは宮の所有に応じて市民をクヲシス classisに分lj"，

更に各グヲシス所属のケン 1ウリア centuriaに配属する，というものであった。 ま

た 12 の城門を備えてローマ市を巡る城陛一ーセノレウィウスの減~iJ; Servian Wa11と

して知られた城樫の建造者でもあった(しかし， 最近の考古学の発達はこの城時がも

っと後の官ij378年頃の建造としている)。一方彼は旧主人の子，すなわち本注のスベノレ

ブスに対しては自分の娘トゥリア TulJ闘を与えて懐柔していたが， このトゥリアの

妹て、同じ名前Iの娘は自分の夫であり，しかもスペノレブスの弟であるアノしン Arunsが、

英雄的資質に富む兄ともがってその陀質優柔不断て、あるのを不満と Lて，陰謀をめぐ

らLて夫を殺l，一方スベノレフスにもその妻を殺させて，公然と義兄の妻となり l

かも更にスベノレブスに円分の父であるセノレウィウス・ 1，'/リウス主で殺さぜた。その

時，うたを今や:T:と Lて迎えた路 i汁三残る父の死体に無干しを働いたため、その通りはlゴ、

後 VicusSceleratus=Abominable Streetと称きれた。

スペルブスが=F.1すを手に入れた方法ばマキアヴヱリのいう如くまことに「常規を河

ltこ醜尽なものJ(~ローマ史論』邦訳，第 3 巻， 31頁)であったが，武芳に寸ぐれ司

ローマの版図を広げた。 Lかl 字方彼l土今までの同法を無視し，冗老院の甘f力を弱め

る方策を講じ専市11政治を布き暴政(注 2:3)参宕1を行ない，月三制的是正沼の代表といわ

れる。彼はとれがためと，次に述べる息子の不品行のために追欣されたと伝えられて

いる。すなわち， 主の一人息子のセグストゥス SextusI工従兄のタノレグイニウス・コ

ラティヌス LuciusTarquinius Col1atinus 0)美しい妻ノvグレティア Lucretiaに懸

想、して脅迫の L これを貯めた。夫はこのことをお!ったが， :Ji'を犯す12忠、のなかった

(36) 
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こと故，たとえそのJなが演されても'Ji'で lJ:いと慰めたが，ノレクレティアは厳しい良心

のIIIJJ貴からたとえ脅迫されてのこととはいえ， :Jf.であることに変わりしtなL、。そのよ

うな考え方に従えば忌わしい前例を残ずことになる。自分の罪に対する罰jはこの通り

と言って， 口ら短刃を心臓に突き立てて果てた。ノレクレディアの屍を古ijにLて，その

父や火その他の身内のちーたちが為すことなく，ただ立ち騒ぐところにタノレグイニウス

家にみ「する反乱か起こった。その先頭に立ったのが木康:1-，-カス・ブノレ p タスの祖

先であって， ζolclBrutus' (1. iii. 145)，‘My ancestors' III. i. 5めとして I-/-_¥るイウニ

ウス・ブノレー lウス LuniusJunius Brutus (自.6B.C.の歴史的人物と推定される)

である o 1)~はその場に駈け込み，その傷 1-1 から短刃を引き抜いて今後は断じてローマ

に同壬などを生かしておかぬと習って，タノレグイユウス一家を追放し，共和制を樹立

し，初代替L政官となった。

23) スベノレブスが追放された町出IUニ記注22iに述べたものの他に， この神般の建Jなもそ

の つの因となった。 ローマの史家リウイウス TitusLivius i英活では TitusLivy 

と記される。前 59 年~後 17 年。 40 余年を費 L て『ローマ史~ Ab Urbe Conclita Libri， 

142をと L寸大著作を著わLた}によると， ではこの神殿の建立に熱仁l'して人民を液

型宇させた。主たクロアカ・マキシマのご[主主ーも同じであった，という(マキアヴェリ『ロ

マ史論』子11訳，第3巻， :1 1 頁 ~32 頁1。 マキアヴヱリは，王は人l乏をこき使った?

と述べている「マキアヴェリ，同君， 31 rn。
24i Lucius Cornelius Sulla (c札前 138 年~78 年\0 ローマの貴族て、高等教育を受け，ギ

リシア文学を愛好ltこが，放蕩者でもあったの軍人ヲ政治家と Lて活断!。はじめ民衆

i恨の執政官マリウス Gaius(あるいは CaiusiMarius (前 155 年~86 年。 ローマの

軍人。平r~ の/1-11 であって，従来の市民兵市lJ ilt を捨てて，会民を:jßめた軍隊を組織 l たの

'fC事r(;才能はあったが，教廷に乏しく，残忍且つ事に j!，わたってtHI劣であったと¥，，jラれ

るの前 107，103， 102， 101， 100年;こ執政守となった。更に古Ij87年間族i去のスヲ派の

大声殺をローマで行ない，白Ij86年7皮円。ヲ執政rrとなったがうギ'E{壬わずか 17日，ス
ラを恐れながら病死Ltこi0ヲ i~l: ドであったが，のも 11えから紛れ， やがては対立するよ

ろになったの iIij 88年スヲ執政令となり，この頃 2人の抗争が激化Lた。 Iltlも/c< 
スヲl土マリウスを.Iu牧Ltこが司この時スヲ;土ロ---7の軍隊をロ マに攻め込ませた。

三れはローマ人がローマを攻めた最初の事flーであった η スラ Itliij 82年マリウス死後

のマリウス派に対l í故初はー人ずつりIJ 々に裁判11 て ~lil1 t.こが，後にはH阪がなくなっ

たので， 12，000人も L、たすべての人々を 1);所に集め， liijに1'1分合泊めた人だけにD)J

命を赦1， すべてを殺すように命じたJ(11プノレターク英断伝』邦訳，第 6，也 203頁)

など不法な大作殺を敢行 1，旧来ーとは lfr~ なり任 l机 ;~R限に行iJ の 11;11 限もない終身の手~\宰

1~f となった。 lìíj 79 年突然臓を ~\r L，ポッウーリ Pozz山 )li(プテォリ Puleo!iともい

ろ。ナポリ Napoliの問 )j約 11kmにある保養地1の{、j近の IJ[0fに法いたが， ~~%年奴

L tこ。 マリウスの型Jjてあったンュリアス・シーザーがスヲに迫;与され，~を，Jllわ;l l t.: 

(37) 
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のはこの頃であった。

25) リヨン大学のミシェノレ・ランボ一 MichelRambaud教授は 35個所と記している。 cf.

M. Rambaud， Cesar，邦訳，寺8¥精哲訳，文庫クセジュ， 148氏。

26) llif 42年の元旦，元老院はシ戸 1戸ーの神格化を決議した。

27) HIi名 GaiusOctaviuso ilif 6:~. 9. 2:1-後 14.8. 190 lij::土シ~. 'Itごーの妹『リア Juliaの娘

アティア Attiaであった。父の死後，シ戸ザ p の保護を受けたが，シーザーが1I自殺さ

れた後，その遺言で，シーザーの美子かつ後継人に指名されていることを知り，前44

:不幸手，ギりシアのエピロス Epirus(Epeiros， Ipiros。現在のエピ 1コス地方)から急逮

ローマiこ帰り， プJイウス・ユりウス・カエサノレ・オクタウイアヌス CaiusJulius Caesar 

Octavianusと改名した。 アントニウスにレピドウスをも加えて 3人て、第2次三頭政

治を組織した l前43年)。 アントニウスと共にフイリッピの戦いでブノレ p トウスとカ

ツウシスたちを敗死させた(自If42年)。その後海上権を支配していた大ボンベイウス

(注:31)参看)の息子セクトウス・ボンベイウス SextusPompeiusを撃破し(前36年)，レ

ピドウスも失脚した後はイタリア半島及び西ヨーロッパの実力者となり，東ヨーロッ

パを支配するアントニウスとえ']:ir.するようになった。アン lニウスがエジプトでクレ

オパトラに耽溺し，実でオクタウイアヌスの姉オクタウイア Octaviaを離婚したこと

により(前32年)二人の対立は今や決定的となり，遂に前31年 9月2日アクテイウム

の海戦で勝利を収めローマに凱旋した。「以後ローマ帝国はほぼ 2111:紀半にわたって

「ローマの平和」がもたらすあらゆる福祉を享受したJ(ウォーノレバンク，邦訳，，)3頁}。
彼は古iT27年アウグス 1ゥス Augustusすなわち尊厳者の尊称を元老院によって与え

られた。彼は「紀元前 30年に口ーマ国家の首長となると， まもなく神終化の効用に

気がついた。冷徹な政治家でかつ将軍であったシーザーは，当時すでに故人であった

が， ['神なるユリウス(シーザー)Jと呼ばれていた。その後のロ，マ皇帝{し支配階級

からとくべつ煉われていた者は別として， すベて死f後麦に一一ある臥L、lは工生生-商前Jに

神格化されるのが普通となつ7たこO 主た，アウグストウス帝は支配体iIJIJ強化の一方策と

して，ジュピター，ウヱスタ， ヴィーナス，アポロその他の伝統的な古い神々の祭犯

にも改めて力を注ぐ周到さを示し，また， 1.史われなくなった神殿，荒廃した神殿の広

汎な復興にも着手した。帝は紀元前12年に大村l宵 (pontifexmaximus)に就任した

とき，この地位に，歴史的にも怠義の深い新しい生命を与えた。すなわち， ['その瞬間

にはじめてヨーロッパにおいて王陛(皇帝権1と祭培(宗教的首長続1との結びつぎが

生じた」のであるJ(ウオ P ノレパング，邦訳， 162頁-16:3頁)。実際f(i'は「その自叙伝

の中に， 自分は 821同の昔の神殿を修復するつもりだと書いている。彼が新しく建て

た建物としては，数例の神殿，フォ P，柱民g，アーチ，電廓，平和の祭壇，公閤，公

衆浴場，劇場，大図書館，市場，穀物合庫，船渠など枚挙にいとまがないくらい多い」

(Ií沈黙の世界史~ 220頁)。 また滑は内政に大L、fこ力を注ぎ，文芸にも深いJTIT解を示L

てラテ γ文学の黄金時代をつくった。

(38) 
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カマド

28) 元来窓の女神lであったが， ローマではジュピター神と共に精神的支柱となった。神殿

，"フォーロ・ロマーノの中央部に円形の姿で建立され，女神には神像がなくここに燃

える火が崇拝の X~ 象とされ， 戸ーマの永遠性を象徴する聖火とみなされ， ここに仕え

る祭女はお1]1処女 Vest乱1virgin， Vestale と呼:工れ， 終生処女を通L， ごの聖火をM':

ヰニコ寸ことなく守ることがその捉， 務めとされていた。 今円フォーロ・戸マ'"/にこの

ウヱスタ<Tl御殿の一郎泊、倒れずして残り， 主たそれにイlえた聖処女たもの像が神肢の

近くにあった聖処女の家の前に不完全な姿ではあるが立っている。

29) 前31Jド9月2日アントニウス(アントウニアス)とクレオパ!ラの連合平をオクタウ

イアヌスが敗った海単li土ギリシアのアクティウム Actiumで，連合軍は 500隻の主客船

と70，000の兵士，一方オクタウィアヌスは 400の議船と 80，000の兵士で行なわれた。

アクティウムは現在のギりジアの北西海岸，イオニア海 IonianSeaの入り込んだア

ンプヲキア湾 AmbracianGulfの入り口の岬である。なお，注 27)及び附図 7参君。

30) Conslantine 1 (ca. 274 年~337. 5. 220 r. 306 年~337 年)0 Full Latin名は Flavius

Valerius Aurelius Constantinus。コンスタ γティヌス大帝 Constantinethe Great 

とl呼ばれる。「ミラノの勅令Jを出してキりスト教を公認する他， ゴ(武官の分離を行

ない，幣制jの改平などを行ないローマ帝国の再建を図った。 ir行は 2人の正帝 Augusti

と2人の副ザ Caesaresによる四分J台市lをやめ 324年専制洞主制lを確立しラ ロ←マ

帝国はドミナトウス Dominatus(専制君主制政期)に入った。 330年異教的伝統の強

いローマから都をピザンチウムに移L， ヨンスタンチノポリス(コンスタンテイノー

プノレ) Constantinopolis (Constantinople，現在のイスタンブーノレ Istanbulで 1930

年主ではコンスタンテイノーフ。ノレと呼ばれていた)と改名してキリスト教的首都を建

設L，国家統一の茶礎をキリスト教においた。しかし彼自身は 337年死に至る臨終の

wで、はじめて洗礼な受けた。
i出'は 306年ブリタ竺アのエプラクム(現在のヨーク)で亡くなったコンスタンティ

ヌy、 世¥)岳称 ConstantiusChloruso Chlorus=the Pale'Q Full name 工Flavius

Valcrius Conslantiuso ca. 250年-::106.7. 25)の第一子で，父の亡き後回U'l'r，の地伎を

崩事:ぎ，ブリタ二プの道路整備の大:汁両を立てたが， :")05年1lL!分治ij)IJによる阿帝の一人

デイオグレティアヌス (TE)イriDiocletian (Full Latin名 Gaius(or Caius) Aurelius 

Valerius Diocletianuso 245 年~313 年。r. 284 年~305 年)が退位すると内乱が起き

てjJq分治;IJIJが壊われはじめた。コ γ スタンティヌスはこの時権力争し、に乗り出して大

陸に出征L，鋭争者をj放って 324年川t--の皇帝となったが， "1、f~ に最強敵のマグセンテ

イウス MarcusAurelius Valerius Maxentiusに打ち勝って勝利を占めたことに関

わる劇的なる伝子Iくは有名である。戦に先立って彼は空中に光る十字架と「これにて勝

てJ[n hoc signo vinccs (=in this sign thou shalt be victorious; under this sign 

be victorious。ある木ではギリシア言丹を以って伝えている。ゐ 'tOl)T~V νíw)という

文字を見たと伝えられている。 312年 10月 28日，テヴェレ川にかかるミノレグィオ橋の

(391 
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近くであった。これより彼11:!~の印を市旗と i てJn è、た。これは JesusChristのギ

リシア部 (Xρw，r，s')のイ二ジヤノレズである。またこの快勝ずで記念して建てられたコン

スタンティヌス大帝の凱旋門 Archof Constantine、Arcodi Constantino 主コロ

ソセウムとパラティノの丘 0) 間にあって J~]i さ 21 m， 中高 25.7mでおり，その;手!形の

→つl上ミノレヴィオ橋付近で累々と折 1)煎なって姥れるマグセンティウスの兵-1:と勝ず

るつンスタンティヌスの兵士の戦例のた;去をlWi，、ている。前1¥!J'1いつソスタンティス

スの勝手IJにjヒベ，マク円ンティウスのl!kh力は一入哀れである。彼;主不jiii日なことに

も戦場から逃亡，テヴェレ川に決ち，バ1'1、のJ苦み C溺死 Lたのであった。

:11) Pompe)γ (Jiij 106. 9. 29-48. 9. 28io Pompey the Great. Full Latin名(t Gna札lS

Pompeius Magnus。共和政末 J~I の政治家? 将:'F0 iiI! 6()年シ-'If _-)'えびローマの大

富豪クラッスス MarcusLicinius Crassusと第1次 eliJl政治を起こ Lたが，安コリア

J ulia (シーザーの娘)の死とクラッススの戦死で'/ ザーと対-伝してriえれ (Iiij48年1

エジプトに逃れ，背の部下に車IJされてタじんだ。大ホンベイウスとit11'，tj;'呼ばれる。

Cl2) Mitylene， Mytilene、Mytiliniとも綴られる。 ILls名 Kastro。レスポス防 Lesbosの

東海岸にあって， エ ゲ海を距てて lノしコにi1Ie、。 ボンベイウス;土11ij65 '¥'.ローマに

とり宿年の敵であるミトリ夕、テス大王を敗った。この戦役の|祭このレスホスぬの劇場

を殺し〈見てきたものであった。なお通常ミ iリタテス大T Mithridates lhe Great 

といわれるポ γ トス Pontusの王 Mithridates(Mithradatesi VIすなわち Mithri-

dates VI Eupator (ca. iiIi B2年~古ij6:3年¥はiIIj88 年から前 64 年の問にお~ 1次，第

2次， 第 3iJくといわゆるミトリタテス戦争を起こ L， ロ戸マに対抗 l， ローマにとっ

ては最大の，最も恐るべきでであったが，最後はボンベイウスに敗れてクリミ7"Cri-

meaに逃げ自殺した。

::l'l) Olympusの名のつく 1I1はこの他ギリシアのヘロボネソス半島 Peloj)onnisosに多<， 

l二このアノレカデイア Arc日dia. ラコ了ア Laconia， イ 1) 7 []ia (エりス Elisiのオリ

ンピア Olympiaの来などとう泊、つての小アジアのりディアヲ リγ -， Lycia，カラず

イア Galatiaなどの地にあって L!j.も全市で 14あったといわれるが，J)!在もそれ

が判然とするのはキプロス Cyprusr:iにあるものくらいであるつ

:14) @(J貨として一定の形，品(¥'r:， 品:円が定められ，刻]rpfd、1Iでつくられた紋初jの代幣It，

前 700年頃このりディアで的治ぎれたコーレグトロンj寺伐とされるの

35) し、くつかの呼び名がある。 Tamerlane.Timur-Len日(これは彼が肢末?であったこと

による)， '1、amburlaine，Tirnur， Timour， Timur Bcyo 帖オ~YG と漢字が当てられる。

1:136.4.8-1405.2.18 (17io モンコ、ーノレ11¥身のI司教徒で， 1:570年即i:llてからイスラ

ム教í:L~道ーの名を以て')() [(1¥に及ぶl竹統合行なL、トノレゴ司シベリア，インドなれ1111，大i'[，'1"1 

fと築きとげた。マーロ-Marlowe， ロウ Nichol出 Rowe，ポ-P口eなどがこの英

雄を題材にした作品を残Lている。

36) Etna。イタリア認で MonteEtnaoシシ 1) 沼で Mongi!1ello。 ラテンJ??で Aetna

(40) 
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といわれる。 ヨーロッパ段高の火山である。なだらかな円錐形で最!弱点は 3，263mo 

f$} ::3紀のヤ!])1JIから活動を統げるi!i火山モラその火 IJは東Tfti800 m，南北500mもあり，

山腹には 250以上の寄生火山があり，史上80回以との噴火が記録され，辺りの町に多

大の被:;iをケえ，その主たるものl工1169，16fi9， Hi93司 1755，1792， 18:32ヲ 1852，1約G5~

1討79，11-1州、 1892ボおり、設近のは 1950年であったれこの IJI(:t Iリシア神話にι倣わ
}l， l"'~ 1. -)山以内も外も火と江りJI彼等は終に征服 hて， 仁 lナの山のトに生JJl1

めにされ iL た。この 111 の下で彼 λ~i(工今でも時によると H由の身になりたいと泌掻

き， 地震を起こ Lてそのぬ(シチリ 7，(]j)を民わすことがあります。 この[3:神たわの

応;土ユ lナ111を突さ抜げて交わのほります。人々はそれし企見て火山がIlJi火寸一ると言っ

てい主すjいえノレブインチIo

このぬの寅;族に主主主れ， ユーヲェ FriedrichvVilhelm NietzscheのしばLばふれ

る山代ギリシアの哲学者エンベドクレス Emped口kles(ca. 前 49:j 年~ca.43:1年)が

この山に身を投じて死んだという伝説はミノレトン Miltonの PωゐadiseLost， メレテ

スの Emped山 les，マー γ ュ・アーノーノレド MatthewArnoldの劇詩 Empedocleson 

Etnaなどに取扱われている。

:o7) パノレチア王国を建てたのは始祖アノレサケスではなくて， 1J.主の後を間もなく継いだmの
ティリダテス~!it ，'7)であるという説もある。

後記 この稿を草するに当たってはその性質上多くの辞典，歴史 ~-_1t，地|苅，シェイクス

ピア劇のテキスト，羽i也で U'1接見聞したことの記録，現地で入干したパンフレットの類を

参照Lたが，煩1'1[をさけて概説的なものは省き，その主たるものにとどめる。

Encyclopaedia Britanica 

Everyman's Encyclopaedia 

The American Peoples Encyclopedia 

Webster's Geographical Dictionary 

'vVebster's New Inlernational Diclionary 

The New Cenlury Cyclopedia ()f Names 

Romc and Cenlral Italy， Ernesl Benn LTD 

F. (;. Stokcs: A Diction日ryof lhe Characters and P， 川lcrNames in the 
Works of Shakεspeareヲ NewYork. 1970 

A. E. Bakcr: A Shakespeare Commentary， Ncw Y川 iし 1964

Plul日Iじh'sLives， The Loeb Classic乱1Library 

G. B. IIarrisoll， lntroducing Shakespeare， Pelican Books， 19:o9 

~~l_以 illiì下人名辞典

聖71大 rif ょH~ 新教HJ版社

ÎJ~:j rit春主主『キリシア・ローマ神話辞典」 温波吉山

IIt:W美術大系『ロ.."美術』 講談社

(41) 



392 竹内 地
主亘L

世界の文化史蹟『ローマとボンベイ』 講談社

プノレターク英雄伝，河野与一訳，岩波文庫

パノレ 7 インチfF-，野と弥生子訳『ギリシア・戸ーマ神話』 岩波文庫

モーリッツ著，藤田五郎訳『ギリ vア・ロ マ神話』 みすず書房

ギボ γ著，村1[1芳三訳『ローマ帝国衰亡史』 岩波文庫

マキアヴエノレリ~~，大岩誠訳『ローマ史論』 牡波文j卒

マキアヴェリ箸，池田熊訳『君主論~ ¥世界の名三者，:16) rド火公論老!

ウオ ノレパンク著，吉村忠!Jl~訳『ローマ悦国袋亡史』 沿波書目

ボーノレス l、ン編，長谷川博|盗訳 111""ーマ人』 岩波書!苫

野上索一，金魚、英一共著『沈黙の世界史 4 イタリア エトノレリア・戸 マ・ボンベ

イ』 新潮干j

弓白11 迷『戸ーマ帝国の国家と社会』 岩波書!吉

斗自11 達『ローマ帝国論』 古川弘文館

佐藤武夫『ヨーロッパの劇場』 相技官房

鈴木 州， Iし、わゆるセノしウイウスの改革についてJII T!Li 洋古典学iWíヒ~ XVII 岩

波苫l宿

三橋詮;治労 111、ノレコの歴史』 紀伊国展書応

千藤 j亨『ローマ』 保育社

また， ζ の度お世話になった三回のイタリア大使節，ローマの IstiluloGiapponese 

di CultLua， 'f代田区三番町のローマ法王!'Jに，また ENITlイタリア政府観光局)

のイッポリト・ 1;/ インチエンティ・マレ~) ，京都大学の野上京:東京外fiiI語大学の佐

野敬彦の各氏に心から感謝の訟を友する。
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